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唐破風
か ら は ふ

の鬼
おに

鬼の下地の補修を行いました。

腐った部分を新材で補修しまし

た。後で銅板
どうばん

で包みます。

敷居
し き い

古材
こ ざ い

の敷居に合わせ、新材の

柱を加工して、外側から払
はら

い込
こ

みました。

上層　床
ゆか

　根太
ね だ

床
ゆかいた

板の下地である根太の高さ

を微調整し、取付
と り つ

けました。

ここの部材です

ここの部材です。

柱（新材）

(公募写真)

敷居

ここの部材です
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唐破風
か ら は ふ

　箕甲
みのこう

古材に合わせて、新材の加工
を行います。

縁廻
えんまわ

り　目板
め い た

縁廻りの組立を行いました。目
板を打ち付けています。

上層　切裏甲
きりうらごう

クマバチがあけた穴を、ひとつ
づつ埋めました。

箕甲

切裏甲

ここの部材です

(公募写真)

目板
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構造補強
こうぞうほきょう

　挟
はさ

み材
ざい

上層柱の下部をつなぐ、挟み
材を取り付けました。

構造補強　挟み材

柱の形に合わせ、加工しまし
た。

構造補強

挟み材に構造補強の鋼材が取
り付きます。

挟み材

この部分です。

下層柱 上層柱 挟み材

鋼管柱（構造補強）

上層柱

作成：（公財）文化財建造物保存技術協会　阿蘇神社一の神殿ほか５棟設計監理事務所＿_＿


